
マラヤにおける稲作害虫 とその防除

農林省東北農業試験場 湖 山 利 篤

(1958･8-1959･7)

Ⅰ 稲作害虫の種類
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Ⅲ C.♪oZychrysaによる稲の被害

Ⅳ 薬剤による防除

Ⅴ メイ虫防除に関する勧告

1′1 あ と が き

著者は昭和33年 8月より 1か年間マラヤに滞在 し,書虫部門の担当官 として主に稲のメイ虫

の研究に従事 した｡ 1か年間の滞在地はメイ虫被告のもっとも激しいマ ラ ヤ 北 部 酉 侮 岸 の

Perak州 Krian地区であって,そこに所fEす る政府の TitiSerong農事試験場に勤務 した｡

研究成績の詳細 とそれに基づ く勧告書はマラヤ政和 こ提出 し,同国の農業専門誌に登載され

る予定であるので,ここでは概要だけを述べ る｡

器貝資材,人員,気候や時間的の制約のために,十分な研究のできなか った感はあるが,政

府職員や現地人の厚意にみちた援助によって愉快に業務をとることのできたことは望外の幸 と

いうほかはない｡ ここに, 厚 く感謝す るしだいである｡

Ⅰ 稲作害虫の種類

マラヤの稲の書虫相は｢1本西南暖地のそれと共通なば あいもあるが,かな り異なっていると

いったほうがよいようであるo

著者の観察 した範囲内では苦虫の うち,最大の被告を示 し,どこででもみられたのは,メイ

虫類であった ｡ この類には 3種 が普通にみ られるC,

1.ChilotraeaPolychrysaMEYER.

2. SchoenobiusincertulasW ALK.(サ ンカメイ虫)

3.SesamiainjTerensW ALK.(ダイメイ虫)

11本に多い ChilosuPPressalisW ALK. (ニカメイ虫)は生息 しているけれどもきわめてま

れであるL,Perak州の北 Krian地区では,収穫時の被害茎率が 50%以上にも達するが,この

うち 98%は ChilotraeaPolychrysa の加筈 によるものであって,サ ンカメイ虫 とダイメイ虫

に規関するもU_刃まわずかであった〕 畏艮はこれノらメイ虫類をウラ ･バ タン(Ulatbatang)と称
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して闇心uJまととなってい /:)

吸収 Llをもつ書虫は次の 4柿が_Eri;要なもU)である｡

1. クモ- リカメムシ, ビヤ ンガン (Pianggang)

2.クロカメムシ, クト･ブルア ン (Kutubruang)

3.セジロウンカ, ベナ ･プテ (Benaputeh)

4.ツマグロヨコバイ,ベナ ･ヒジャウ (Bendhijall)

以上 4種の うiJ-,, クモ- りカメムシが登燕硯 uj稲粗を吸収 して不稔粒/i-多発する原閃とな っ

ているし,またマ ラヤ全土に広 く分布 して い るか らその告 が一番大きいようであった,ノ

稲の葉身を加告 するものの うち,主なもujはつ ぎの 3種である

1. シロナヤガ, ウラ ･ラ トス (Ulatratus)

2.コブノメイガ, ウラ ･グロン (Ulatgulong)

3. ミズメイガ, ウラ ･- ンボ ン (Ulathampong)

シロナヤガは渠団となって苗を加告 し,移動性のものである｡ コブノメイガは葉身を巻いて

食告す るが,これは散発的にみられる｡ ミズメイガ NymPhuladePunctalisGU丘R.は木口用 ]

期に葉身や葉輪を切断 し, ミノムシL,-)ようにその中に入 ったまま移動 して食器する｢_

H ChitotraeapoZychrysaAtEYER の生態

3種C/)メイ虫の うち,本種が圧倒的に '好く,他の 2種は少ないことと,木種が熟帯地特有 J)

ものであって,生態に関 して詳細な記録がないことか ら,本種についての研究を取りあげ,そ

U)狂態 と防ド余につい て調査 した｢〕その結果の主なものについて摘 記すればつぎのようである

上 本種の蛾は通常 3夜で 4卵塊,を稲の葉裏面に頼みつける｡ 1卵塊は平均73粒 1帰蛾は約

300粒の卵を拒むといってよい～卯の期間は 5H,午前 9-10日.FJ.=/..二ふ化をほ L:める

幼虫の頑幅を測定 した成精は第 1図のようで,これか ら判断 して 6令右経過す るといってよ

いが, 5令虫の少数の雄は 6令を経過 しないで嫡化 し,また, 4令虫の少数Cノ)雌は5令を抽 出

しない で 6令虫となる｡′飼召 した成績か ら 1- 4令まではそれぞれ 3rl｢乱 5分は4 (椎)～

5日間(雌), 6令C/)群は 5- 6日間,舵((=A.は 7-10日問で,仝幼虫期間は24-26日であった 蛸

期間は 6Hであるか ら,ふ化か ら羽化までの 1仲代経過 し]数は約 1か月であるし

2. したがって, 1か年に11-12世 代を くりかえすr冊代の重な りがあるため, l隼を通 じ

て卵 ･幼虫 ･蛸 ･蛾oj各態が刷',i-,i･で 常にみ られ判然 としたものがないし 誘蛾数o)f旧主をみれ

ば,全 く月明のない期間に最多誘殺数を示す仰向があった したがって,誘蛾煩によっては発

蛾数 と,発蛾時期 J)予察は困難 と考えた｡′

3. 稲作を しない相聞には,幼虫は稲U)刈株uj生長己を保つ茎や,再と上した芽仕えjir-食器 して

世代を くりかえ し,乾燥 して枯 死 した稲株に･.7ま第 1表レ)ように/上乱数がかな り少fL;くfi:ろ ま
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第 1 図 令別幼虫期間と令別体長 ･頭幅との関係

第 1表 生 存,乾 燥 稲 株 内 の メ イ 虫 密 度 20株調査,TitiSerong農試,1959

生 存 稲 株 乾 煉 稲 株

C.pozychrysa S.inference !pc.polychrysa ･ S.inference

l1

9

4

9

8

引

H
q

H
H

0

2

ウ〕
2

1

l

1

6

1

9

1

1

1

1

1

7

5

7

9
7

l
1

2

2

3

8 2

61
9

1

0

HHHコ

0

1

2

0

l

1

0

1

】

1

2

3

2

4

2

2

1

1

3

1

0

2

11

2

2

5

3

5



第 2 表 各種植物による C.polychrysa幼虫の飼育成績

TitiSerong農試,

供 試 植 物 名

RicePlant(OryzasalivaL.)

Menderong(ScirPusgrossusL.)

RumputMiyak(Pantcum
distachyum L.)

RumputPah it (Pasbalum

conjugatum L.)

Jogong(ZedMaysL.)

Tebu(Saccharumojf2'cinarumL.)

l

1959

に
羽
率
%

数
る
丈

虫
す
袈

幼
対
化

16 [1236;208 68; 50 32 14 11 0･9

8 507 74 15･ 3 2: 1 1 0.5

5 420 11 1 1 0000.0

19 P.1455L691 546 438'374 226 168 11.6

た トウモロコシによって自然状態で世代を くりかえすが, カヤツリグサ科の雑草である Men-

derong,RumputMiyak では幼虫の飼育は可能であったが (第 2表), 附 ).(条件ではその事牡

を認めることはできなか った｡

4. 3令以前の若い幼虫は稲の葉鞘組織内で食告するが,4令以上になると稲茎の低い部分,

吋 として水面下の茎内rt｣心部にすむ｡老熟 した幼虫は茎の基部に潜入 し,節郡を切断する｡開

花1週間後の水稲品種 Seraup50の調査では, 6令虫の 84%が茎内で,16%が基鞘であり,3

令虫では17%が茎内で,83%が柴草酎勺であった｡また,この時期で幼虫が吐息 している位封の

垂 直 か 1｣-をみれば,茎の基部か ら17インチの高さまで発見され, 2- 6インチU)ものが全数uj

60,%を しめていた.｡

っまり,老令虫は茎の内部しかも基部にすんでいる耳実は薬剤による防除をよ冊 服注とする｡

lu C.poEychrysa による稲の被害

本種の幼虫は 4令以上になると稲茎の基部を食害するか ら,分けつ欄獅 ｢Rではその封 ま心情

机とな り,闘花親では白組 とな り,昔熟期では不稔数が増加 して くる｡ノ

さて,北 Krian 地区での稲の本山移植は 8月下旬であるが, 移植後 1- 2か月間 (9月～

上o月)では局捌 勺な被告のみで,ほとんど被 害はないといってよい程度である｡ この局発地レJ

被害茎率は 2- 3,ajo/であ Z), 3- 4令の若令虫が大半であって,苗代産卵の本田持 ちこみか,

または移植直後の産卵に基因するようであった｡このような局発地点が次廿代-の発生源 とな

ってい るのではなかろうか と,次に示す第 2図の成績か ら考察されるo

Krian地区では,水Ⅲの水は稲の幼穂形成期に当る11月下旬に落水するが,こU)頃,全地域

に上げ二って,かな り激 しい本種の加書が観察されるようになる｡そこで,約53平方マイルに伎

ぶ地区全体を44等分 して,それぞれの中心点か ら無作為に20株を抜 きとり,茎数 と被告茎数;÷

調査 してみた｡ノ11月下旬の第 1回調査の結果か ら,被告茎率の同高練を描いてみれば第2図U)
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第 2図 北 Krian地区における11月下旬のメイ虫被害発生の概況

とお りとなった｡.

それによると, 40%の被害茎率を示す激甚地を中 心 として被告が波及 している B.Serai地

帯 と30%の被告茎率を小 心 として被告が拡大した T･Piandang地帯とがみられる｡ この被告

激発地では,稲の移植後の早期か らすでにかな りの被害がみられたといわれる｡ また,調査全

地区の一株茎数の平均値は17本で,被告茎率の平均値は20.8%であった｡

つぎに,Krian地区の稲は 1月の下旬か ら2月上旬に登熟斯となる｡この時期の被割 ま調査

各地点 とも,ほぼ同程度であって,全平均は27.7%の被害茎率を示 した｡ つまり,調奄地点の

%に当る33地点は20-30%の被告率で,抑 こ当る11地点は30-40%の被告率であ り,第 1回調

査に くらべて明らかな被害の拡大を示 した｡

最後に収穫期の 2月下旬か ら3月には,食膏痕のみられる茎は50%近 くにも及び,全地点平

均は44.3%となった｡ノ

別に TitiSerong農試圃場に栽植 された水稲品種の Seraup50について,11月12日か ら 1

月30日まで 10口間隔に 120株を追跡調査 し,被害茎の出現消長を検討 してみた｡その成績は第

3表に示すとお りであるo

それによると,被書率は漸増 して12月上旬に最高 とな り,その後漸減 して,開花10日後の 1月

20日には最低 とな り,その後再び増加する0 2月以降の調査は打 ち切ったが,以後漸増 してい

ることは,他の調査で明 らかであるか ら,被害茎の発射 肖長曲線は 2頂型を示すことを知 った｡

以 仁の被害茎の発肘 日長の過程で,出穂前 3週間頃に 該 当 する 1月20°では,第 1｢和 )最彰
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発現であ り. この日里断 つ稲 笑の枯 死 は有 功茎のijtJJ上した ('l'tであ ,71た据 二,桔 レ)収 量に大 き畑 r;

.･JLl.I/:伎ぼす もの と考 え られ ,㌔)

l＼ー 薬剤による防除

本種に封す る BHC,Dipterex,Dieldrin u)殺虫効甘 と, 波音 互朝 止するに 柄 )]な 附 ｣適 皿

ノ㌢知 るために,室 内と野外 試験 )'L-脆行 した ｡ そレ)結果封 摘要すれ･㌍｢ ぎの とお りで あ ろ｢,

1. 席 廿け 1日間 の新卵塊 に対 して,Dieldrin :'LJi97''rj',BHC･Dipterex は5090'柑 flの投 卵

効果があ ったが.I,:(_･-:付け 2廿後J)卵 に 抑 Jて は10-20'J,,'だけふ 化率 が灯 下す るのみで あ L),役
卵効果 は判持 され ない

2 . 幼 鳥 しっ食入暮5,/jlL二効果/JL-加 ,7:,/皇 ),:畏剤 U).11畑IL後に∴吊 ヒ幼虫ノJlH新 京した｡90,'JbHL(ノ)机 上

で は 1TLIF甘 Dieldrin cJ_)0.05'-,/減で は 3日閏で あ り,BHC で･甘投布11日笹で 土)50'J,,LJ):辛r河津]

rlU ･-:,,J■こした ｢ノ

3. 1刷雄 二二おけ ろ葉榔裾信式験 で は BHC 乳 剤 しノ川1037''C'', Dipterex乳剤 LJ)0･07･'/''液ujFl投]//iJ

によ り, 挿 秋後 1か ljの稲に対して有功であ った .つ ま り悠ぼ完 /宮二殺虫 して 彼 吉の酢 kjT/一防

ぎ , そU)た め稲の 分けつが僅班 とな ･'沖昭1,Jl-j早 ･:/)た

4. しか し‡刷冊 ‥長 jT:.'1317二Lめてか らcJ)稲で は鞘 内にす むl',JJ虫 に 対 して BHC,Dipterex さまあ
まり存効ではない これは, 日本 稲 と輿って マ ラヤ稲rj)伸匠が隼 工 その 刷 用/J･1-2- 3重の Tr,[-
い 葉輔が と りまいて お り.粟剤 U)情 宣/TLT町 でることと,伸 勺に浸 入 レ ⊂い ろ幼虫が老合のた ･1′)

であ る｡

5. したが って基剤/J)使 用 は幼 虫 が稲o_)かた いi-T･-内に侵 入す る畑 1TJ-, つ ま 1')黒靴ノLt食告 して

い る 4令まで の吋撒樟二使1fけ べ きことと,また程o)形成 されJIiい 時 期 にで き うろか ぎ l)使 ｢†け

べ きであ る､｡つ ま り幼穂形戊期 に発現す る 流烈 な彼吉呈(主 と して心 粧 茎),Jll-i',Jj LT-.す ろことに 1

日的 ;I::お くべ きであ って , 出札=ま-I:ゝ′)か ら1か F描J,50'Jb出 穂rjか ら45- 50日前 が適期 で･ち7,
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うと考察 した｡

6.BHCと Dipterexは,従来 もっとも有効 とされた Dieldrin (木剤は魚毒性の高いため使

用できない) と同程度の殺虫力を示すので,水 r=llが湛水状態で魚類が吐息する期間の本IH初期

の散布には Dipterexを,排水後の散布では浸透殺虫力のややす ぐれた BHC を使用 しうると

考えられる｡

Ⅴ メイ虫防除に関する勧告

メイ虫による稲の被害を防止するには 3つの方法が考えられ,その 1つは薬剤によるもの,

第 2番目は農耕的防除,第 3番目は寄生蜂などの利用による佳態的防除法である｡

毎年被害が少ないけれども突然に大被害を生 じる地域とか,局発的な地域には薬剤によって,

また毎年 きまって大被害を生 じしかも広い地域にわたる北Krian地方では農耕的な防除法をす

すめた｡

薬斉肌こよって被害を防止する方法を行なうには,現在のマラヤ農業事情ではつぎのような困

難な条件が認められる｡ すなわち (a)散布器材が農家に全 くな'い｡(b)経費がかか りすぎる｡

(C)水 旧土壌が深 くて軟か く, しかも溌概水位が高 くて水田内の防除作業が困難である｡また,

畦畔が軟か くて歩行に適 しない｡ (d)害虫の発生回数が多 くて, 1回の散布では十分に効果が

発揮されがたい｡ (e)開花期では薬剤の効果が少な く,また稲の草丈が高 くて薬剤散布に不適

当である｡(f)現在水田生息魚類 との関係で有効な薬剤がない｡(g)被害の発隼を予知 して薬剤

を散布する必要があるが,現在発生予知の設備がない｡

以下に各防除法の主な問題点を列記する｡

1. 農耕的防除法 :著者はまず農耕的防除法 として ｢稲株を収穫後一斉に掘 りとって焼却す

ると同時に,この時期以降の トウモロコシの畦畔栽培を禁止する｣方法を提唱 した｡具体的に

は (a)稲の刈取 り後,排水を完全に行なって刈株の乾燥枯死を促進 し,その後,株を掘 りとっ

て全部焼却する｡ この方法によって C.Polychrysa,サ ンカメイ虫,ダイメイ虫の寄生植物が

な くな り,次の稲作での発生源を断ち切 って しまうことができる｡ (b)畦畔に栽培されている

トウモロコシも同時に掘 りとって焼却 し,その栽培を次期稲作まで禁止する｡ (C)以上の作業

は共同 して一斉に行ない,一定の全地域にもれな く実行 して違反者のないように しなければな

らない｡このためには,本種の生態や被害についての知識を農家に広 く普及 してその徹底をは

か り防除意識の向上を計らねばならない｡

以上の方法が有効であることは次の諸点か ら理解されよう｡ すなわち (a)Kedah州の稲作地

I,zIFl二ではきわめて長期に乾燥が続 き,また刈株を全地域にわたって焼却する習慣がある｡ そのた

めメイ虫による被害がない｡(b)P.Wellesley地域では年 2回の稲作を行なうが,この地帯で

は各種の農作業が一斉に揃 って行なわれ,本田を耕起 して刈株を水中に埋める｡そのため,-
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･li川 川 侶 二/I:_種廿如 埴 I,_て 付 ;tL/),;E,卜津､が 左 了ii:, まIJ'I畔町 ニトウIT=-ココシ'.I:栽圧,･1,7l-r-TlJ棋ノ

もたない.. (C)C.Polychrys(1 し,〕仇 L潮 間は30日で'JiL.日 ､た･1/', 冊 粒 だこして侶 矩)交代;j{-,'!,'tj

j帥用に岬-)-

I) ′F:-_態 的防除法 ＼里山万で且 すでに 射 Fu)雷_'L蜂 抽 出 ､率で ∴イ虫 卵塊 にJt:3'/巨ノてい/っ

しか し,それノにもかかわらず被告が.臣 さす ろか ら,現 存する告 住蜂の種類ではそれだけノ押 削

して も防除はむずか しいと考えるノ

3. 基剤散1日二よる｢耶 主上 柚 卜にすむ冊 甘二対 して毒JEl/_f=j)ミ少な ∴ も吊 う.･′工 人困 二も轟

件の少ない BHC や Dipterex 宣,メイ虫の被告 封 ,jjJ｣上する薬剤 としてマラヤにおいての†吏川

I-.I-すすめることができる′ノ と こに, ′kHl移植後まもない 9-10月頃の被告防 汗十二は Dipterex

(裾有液濃度0.07劣),BHC (同0･037'J-,I)がきれryjて有効である

稲の収韻に最 も大 きな影響を及ぼす メイ虫 U)被告 は,凋穂前 3週間頃 (1ノ上上旬)に与党す

る稲茎の枯死である｡有効量の決定 したこの時期 刷 皮J吉を防止す ることが製剤散布のエロ川 Jと

な らねばな らないU しか し,この時-1yJの散布に闇 しては次の研究をHJ:って十分に吟味する必要

があろう｡ すなわち(a)程内に工L邑す る幼虫に対 して強力な殺虫効果を示す薬剤の選択 ｡ .rLl)再 /Ti

吉の発生消長 とその予察方法,それの基礎 となる本陣メイ虫の発生:j旧主に闇 してレ)iIL:_態的冊究

U)継続o(C)稲の栽培環境や栽培条件 と被書の発生 程 度に闇脚 Jた研究〔(d)土地環境に適応す

る基剤 の散布 榊 オまたは散布の方法に闇 しての事項

11 あ と が き

マラヤにおける水稲宮山に関す ろI廿た:まそU)沌闇が狭 く,また数が少ないけれども,科学的

水準cl)かな り高 い業績が英人によって発表 されている｡こU)'判 甥的水準と書虫防除に廿すろ黒

･如 )美態 との隔差があま りにも ノくさく両者を結 コつける何ものもない現状であるO

そこで,以上の認識にた って現 状烏 J,TJLこされるか も知れない 農耕的な メイ虫防衿の手 段を7

ラヤ政佃 こ勧告 して帰国 した しだいであるが, 果してそれでよいのか どうか,現在引き続いて

研究されている結果が明 らかに して くれ ると思 っていろ｣

別 の問題として,稲害虫のみならず果樹や疏菜の病二喜虫防除の指導を現地で要請されること

がi;く,またヤシや各種熱端封乍物o))rI眉 -;虫の相談が多数 に らちこまれた｡これノらに対 して 隼打

は十 分に用意ができていなか った｡また米の自給 と同時にマラヤノU恥 一･レ汗崇ilfiといわれる稲作

÷振輿 しようとする政府の熱意に対 して も,宮虫捌 余の面で果 して どれだけこたえろことがで

きたのか遺憾に思 って い るしだいであろ

--1,15--


